
 

 

 

【埼玉県公立高校入試】（３年生） 

2月24日に学力検査、25日 

に実技検査・面接が実施され 

ました。南中からは119名の 

生徒が受検し、おそらく人生 

で初めてやってきた大きな試 

練に立ち向かったことと思い 

す。入学許可候補者発表は3月4日です。どのような結果

でもそれをしっかりと受けとめ、前向きに進んでいきまし

ょう。また、卒業式まであと半月。残り少ない中学校生活

を悔いの残らないよう過ごしましょう。 

 

 

 

 

【第 3 回学校評議員会】 

2月22日（火）に開催され 

ました。校長から令和3年度 

学校評価のフィードバック等 

がなされ、各評議員さんから 

は、それに対するご意見等を 

いただきました。 

 学校評議員会は、来年度からは学校運営協議会（コミュ

ニティスクール）に移行します。今後とも南中へのご支援

よろしくお願いいたします。 

【活躍する南中】 （自慢の「わが南中学校」） 

 【第74回埼玉県書きぞめ中央展覧会】 

【特選】[3年]＊＊＊＊ 

【優良賞】[1年]＊＊＊＊ [2年]＊＊＊＊ 

[3年]＊＊＊＊/＊＊＊＊ 

【第62回埼玉県小・中学校等児童生徒美術展】 

【特選（平面の部）】[3年]＊＊＊＊ 

【北葛南部地区強化大会 ソフトテニス】 

【第1位】[1年]＊＊＊・＊＊＊＊ペア 

【第1位】[2年]＊＊＊＊・＊＊＊＊ペア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 ３月の主な行事予定 

１ 火 期末テスト2日目（全学年）  特支卒業を祝う会 

２ 水  

３ 木  

４ 金 県公立高校入学許可候補者発表 

５ 土  

６ 日  

７ 月 県公立高校追検査 

８ 火  

９ 水 県公立高校追検査入学許可候補者発表  専門委員会 

10 木 卒業式予行    お別れ全校集会 

11 金 3年生給食最終日 

12 土  

13 日  

14 月 卒業式準備（午後） 

15 火 第75回卒業証書授与式   1・2年生臨時休業日 

16 水  

17 木  

18 金 ふれあいデー   心と体の安全点検 

19 土  

20 日  

21 月 春分の日 

22 火  

23 水 給食最終日 

24 木 3時間授業    大掃除 

25 金 修了式 

26 土 学年末休業日（～31日） 

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  

31 木  

日 曜 ４月の主な行事予定 

１ 金 春季休業日（～7日） 

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火  

６ 水  

７ 木 準備登校（新2・3年生） 

８ 金 始業式・入学式 

９ 土  

10 日  

11 月 3時間授業  教科書配布 

12 火 オリエンテーション/給食開始/発育測定/部活動見学 

吉川市教育大綱 
家族を 郷土を 愛し  

志を立て 凛として生きてゆく 

令和 4 年度 第 7６回入学式 
 今年度も感染予防のため、新入生と保護者・教職
員のみで挙行する予定です。 
 〇日 時 令和 4 年４月８日（金） 

第 75 回卒業証書授与式 
 今年度も新型コロナウイルス感染症のため、卒業
生と保護者・教職員のみで挙行する予定です。 
 〇日 時 令和 4 年 3 月 15 日（火）9:00～ 

 R4.３.1 現在 学級数 生徒数 

１ 学 年 ５ １６３ 

２ 学 年 ４ １５８ 

３ 学 年 ５ １６５ 

特別支援 ５ ２４ 

合  計 １９ ５１０ 

 令和４年３月１日（火） 吉川市立南中学校だより「南風」 第１１号                  

 学校教育目標 よりよく生きる                 

 南中学校    ☎：982-1066  

さわやか相談室 ☎：981-8749 

 ホームページ：http://02.yoshikawa-ed.net/minami/ 

知識を知恵に 

吉川市立南中学校 校長 福嶋 正悟 

 ３月は、苦手だ。理由は単純なこと。３月には、別れが多い。学校では卒業証書授与式があり、

３年生が新たな道へと旅立つ。もちろん、それ自体はとてもおめでたい話なのだが、送り出したあ

とが寂しい。生徒がいなくなった教室に、何とも言えないほど感情を揺さぶられる。また、３月は

人事異動の月。職場が変わる。職が変わる。退職する。個人事業主でなければ、誰でも経験する人

事異動は３月にもっとも多い。４月に「出会いを大切にしてほしい。」と言っていた校長は、どう

やら別れには滅法弱いようだ。しかし、３月が終われば、４月がやってくる。新入生を迎え、新た

な級友を迎え、新たな仲間を迎え、新たな年度が始まる。３月は、そのための準備の月。旅立つ者

も、残る者も、しっかりと準備しなくては、良いスタートは切れない。旅立ちを祝い、年度をまと

め、未来への準備をする。それが３月。 

 さて、そろそろ本題へ。タイトルには、「知識を知恵に」とある。この話は、昨年の９月１５日

の避難訓練でもしたので、覚えている人もいるかもしれない。しかし、３月には、日本人の誰もが

忘れることのできない３月１１日が来る。なので、大切なことはもう一度。 

３月１１日（金）は、東日本大震災から１１年目を迎える日。１１年前、私は南中学校の３年生

の担任だった。午後２時４６分、経験したことのない長い揺れを感じ、私は全校生徒に校庭へ避難

するよう放送で指示を出した。生徒も先生方も、繰り返し練習してきた訓練の通りに校庭に集まり、

点呼をしながら、全生徒の無事を確認した。本来なら地震や火災の発生時には、出席簿や重要書類

を職員室から持ち出すことになっている。しかし、その時に私が職員室から持ち出したのは、携帯

電話だけだった。それには理由があった。 

震度５強の地震は、人生の中で何回か経験がある。教員１年目の昭和６２年にも震度５強の地震

があり、校舎にひびが入ったことがあった。しかし、東日本大震災は違った。揺れている時間がも

のすごく長かったのだ。震源はどこだ？情報が欲しかった。スマホが一般的ではない時代、携帯電

話が唯一の情報源。そう考えた行動だった。 

校庭に避難しながら、震源を調べた。東北、宮城県。違和感が生じた。吉川市から距離がありす

ぎる。こんなに距離があるのに震度５強。答えは一つ、超巨大地震。すると、必ず余震があるはず。

そこで、全校生徒にこう話した。「余震が繰り返し来るはず、ブロック塀などが崩れる可能性があ

るから、壁には近づかないで下校すること。」 

学校では、各教科の授業で人類が蓄えた様々な知識を学ぶ。しかし、知識はそのままでは生活の

役には立たない場合がある。「知識」を生活の役に立つ「知恵」にしてこそ、本当の学び。知識を

知恵にするには、想像力と応用力、正しい判断が必要となる。まさに、それが「生きる力」。知識

を知恵にするためには、自ら課題を見つけ、問いを立て、学び続け、探求する力が必要となる。令

和４年度、南中学校は、この「問いを立て、学び続ける。」をキーワードに教育を進めていく。知

識を知恵にし、「わかった・できた」の実感を生徒一人一人の自信とする令和４年度が、間もなく

始まる。 


